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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成27年10月15日(2015.10.15)

【公表番号】特表2014-531036(P2014-531036A)
【公表日】平成26年11月20日(2014.11.20)
【年通号数】公開・登録公報2014-064
【出願番号】特願2014-537610(P2014-537610)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  27/416    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ   27/46     ３１１Ｇ

【手続補正書】
【提出日】平成27年8月24日(2015.8.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　イオン液体を含んでいる電解質を含む電気化学式ガスセンサであって、
　前記イオン液体は、少なくとも１つの解離可能な水素原子を備える少なくとも１つのプ
ロトン性アンモニウムカチオンを含み、
　前記少なくとも１つのプロトン性アンモニウムカチオンは、脱プロトン化によって標的
ガスと反応するように作用する、電気化学式ガスセンサ。
【請求項２】
　前記標的ガスが、アンモニア及びアミンからなる群より選択される少なくとも１種であ
り、前記ガスセンサが、アンモニア及びアミンからなる群より選択される少なくとも１つ
の標的ガスを検出するように構成されている、請求項１に記載のガスセンサ。
【請求項３】
　前記少なくとも１つのプロトン性アンモニウムカチオンが、約９．２５より小さいｐＫ
ａ値を有する、請求項１に記載のガスセンサ。
【請求項４】
　前記少なくとも１つのプロトン性アンモニウムカチオンが、一置換アンモニウムカチオ
ン、二置換アンモニウムカチオン及び三置換アンモニウムカチオンからなる群より選択さ
れる、請求項１に記載のガスセンサ。
【請求項５】
　前記少なくとも１つのプロトン性アンモニウムカチオンが、少なくとも１つの電子吸引
基を有する少なくとも１つの置換基を含む、請求項１に記載のガスセンサ。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの電子吸引基を有する少なくとも１つの置換基が、分枝Ｃ１～Ｃ２
０アルキル基、分枝でないＣ１～Ｃ２０アルキル基、少なくとも１つのアリール基及び／
または少なくとも１つのヘテロアリール基からなる群より選択される少なくとも１つの電
子吸引基を含む、請求項５に記載のガスセンサ。
【請求項７】
　前記少なくとも１つのアルキル基、アリール基及び／またはヘテロアリール基が、少な
くとも１つのアルキル基、アリールもしくはヘテロアリール基のＣ１原子、Ｃ２原子もし
くはＣ３原子において、または該アリール基及び／もしくはヘテロアリール基の他の任意
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の位置において、少なくとも１つの電子吸引基により置換されている、請求項６に記載の
ガスセンサ。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの電子吸引基が、ＯＨ；ハロゲン；シアノ；イソシアノ；ハロゲン
置換アルキル；特にハロゲン置換メチル基；チオシアノ；イソチオシアノ；アミン；アジ
ド；チオール；アルコキシ；シクロアルコキシ；ＨＯ置換、Ｆ置換及び無置換のＣ１～Ｃ
１２アルコキシ；トリフルオロメタンスルホナート（トリフラート）；ノナフルオロブタ
ンスルホナート（ノナフラート）；ｐ－トルオイルスルホナート（トシラート）；ｐ－ブ
ロモベンゼンスルホナート（ブロシラート）；ｐ－ニトロベンゼンスルホナート（トシラ
ート）：メタンスルホナート（メシラート）；及び２，２，２－トリフルオロエタンスル
ホナート（トレシラート）からなる群より選択される、請求項５に記載のガスセンサ。
【請求項９】
　前記少なくとも１つの電子吸引基が、ＯＨ；ハロゲン；少なくとも１つのハロゲンによ
り置換されたメチル基；特にハロゲン三置換メチル基；及びシアノからなる群より選択さ
れる、請求項５に記載のガスセンサ。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つのプロトン性アンモニウムカチオンが、ジ（２－ヒドロキシエチル
）アンモニウム、（２－トリフルオロエチル）アンモニウム及びジ（シアノメチル）アン
モニウムからなる群より選択される、請求項１に記載のガスセンサ。
【請求項１１】
　前記イオン液体が、硝酸アニオン、亜硝酸アニオン、トリフルオロ酢酸アニオン、テト
ラフルオロボロン酸アニオン、ヘキサフルオロリン酸アニオン、ポリフルオロアルカンス
ルホン酸アニオン、ビス（トリフルオロメチルスルホニル）イミドアニオン、アルキル硫
酸アニオン、アルカンスルホン酸アニオン、酢酸アニオン及びフッ素化アルカン酸アニオ
ンからなる群より選択される少なくとも１つのアニオンを含む、請求項１に記載のガスセ
ンサ。
【請求項１２】
　前記イオン液体が、ジ（２－ヒドロキシエチル）アンモニウム・トリフルオロ酢酸塩、
（２－トリフルオロエチル）アンモニウム硝酸塩及びジ（シアノメチル）アンモニウム硝
酸塩からなる群より選択される少なくとも１つを含む、請求項１に記載のガスセンサ。
【請求項１３】
　前記電解質が固体に吸収されており、前記固体が、紛体状ＳｉＯ2系固体及び繊維状Ｓ
ｉＯ2系固体からなる群より選択される少なくとも１つを含む、請求項１に記載のガスセ
ンサ。
【請求項１４】
　前記電解質が、有機添加物、金属有機添加物及び無機添加物からなる群より選択される
少なくとも１つの添加物を含んでいる添加物成分をさらに含む、請求項１に記載のガスセ
ンサ。
【請求項１５】
　請求項１～１４のいずれか１項に記載のガスセンサを用いた標的ガスの検知方法であっ
て、
　電気化学式センサ中にイオン液体を含む電解質を提供することを含み、
　前記イオン液体は、少なくとも１つの解離可能な水素原子を備える少なくとも１つのプ
ロトン性アンモニウムカチオンを含み、
　前記少なくとも１つのプロトン性アンモニウムカチオンは、脱プロトン化によって、標
的ガスと、特にアンモニア及びアミンと反応するように作用する、標的ガスの検知方法。
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